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ん
。
若
者
が
結
婚
し
、
子
供
を
生
み
育
て

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

　

子
供
の
成
長
過
程
に
合
わ
せ
て
子
育
て

支
援
の
事
業
を
連
携
、
体
系
化
さ
せ
、
保

健
、
医
療
、
保
育
、
教
育
、
就
職
、
結
婚
な

ど
各
分
野
が
点
で
は
な
く
、
線
で
つ
な
が

る
一
連
の
施
策
で
、
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
を
行
い
ま
す
。　

　

27
年
度
に
お
い
て
、
新
た
に
医
療
費

無
料
化
を
中
学
生
ま
で
広
げ
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
保
育
事
業
所
を
増
や

す
ほ
か
、
保
育
士
を
確
保
し
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
開
所
す
る「
新
一
関
保
健

セ
ン
タ
ー
」を
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
位

置
付
け
て
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

●
雇
用
情
勢

　

現
在
の
有
効
求
人
倍
率
は
１
倍
を
超

え
、一
昨
年
か
ら
高
い
水
準
で
推
移
し
、

改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。一
方
、求
人
は
、

正
社
員
よ
り
も
短
期
間
の
雇
用
が
多
い

状
況
で
す
。
雇
用
す
る
側
、
雇
用
さ
れ
る

側
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
側
、
そ
れ
ぞ
れ
へ

の
支
援
を
進
め
ま
す
。

●
移
住
定
住
の
促
進

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
活
性
化

の
た
め
、
新
た
な
人
材
を
地
域
で
受
け
入

れ
る
環
境
整
備
と
結
婚
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
平
泉
町
と
連
携
し
て
、
定
住
施
策

を
進
め
ま
す
。

●
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
に
は「
地
域
包
括
ケ
ア

体
制
」の
構
築
が
必
要
で
す
。
医
療
と
介

護
の
連
携
の
強
化
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
図
り
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
相
談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、地
域

に
お
け
る
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
事

業
者
な
ど
と
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉
を

進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り

は
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予
防
を

進
め
、介
護
予
防
の
担
い
手
と
な
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
シ

ニ
ア
活
動
プ
ラ
ザ
の
利
用
を
促
進
し
、
社

会
参
加
や
社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。

●
都
市
基
盤
の
整
備

　

国
道
の
交
通
安
全
対
策
や
急
カ
ー

ブ
、
急
勾
配
、
狭
隘
部
の
解
消
に
よ
る

道
路
網
の
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
岸
被
災
地
の
復
興
の
た

め
、
新
笹
ノ
田
ト
ン
ネ
ル
整
備
の
事
業

化
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

医
療
、
消
防
、工
業
団
地
な
ど
と
地
域

を
結
ぶ
市
道
の
整
備
、
歩
道
の
設
置
。
ま

た
、
橋
梁
の
点
検
、
修
繕
工
事
を
進
め
、

長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。
市
街
地
の
回

遊
、憩
い
の
場
と
し
て
歴
史
の
小
道
の
整

備
を
進
め
る
ほ
か
、一
関
保
健
セ
ン
タ
ー

跡
地
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
水
道
未
普
及
地
域
の

解
消
の
た
め
、
簡
易
水
道
事
業
の
拡
張

を
行
う
ほ
か
、
浄
水
場
の
建
設
な
ど
施

設
の
改
修
、更
新
を
行
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
管

路
整
備
を
進
め
、
快
適
な
生
活
環
境
と

水
質
保
全
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
未
接
続
世
帯
へ
早
期

の
接
続
の
呼
び
掛
け
と
と
も
に
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

❸
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
従
来
の
行

政
主
導
型
か
ら
地
域
協
働
型
へ
の
転
換
が

不
可
欠
で
す
。
市
民
が
市
政
へ
の
関
心
を

高
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
当
事
者
と
し
て
意

識
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
協
働
を

基
本
と
し
て
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

●
市
内
の
公
民
館
を
市
民
セ
ン
タ
ー
に

　

こ
れ
ま
で
の
公
民
館
に
、
地
域
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
加
え
、
多
様
な

活
動
が
で
き
る
施
設
と
し
、地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
、

地
域
づ
く
り
活
動
の
主
体
と
な
る
地
域

協
働
体
の
設
立
と
そ
の
組
織
体
制
の
充

実
を
支
援
し
ま
す
。

●
公
共
交
通
体
系
の
確
立

　

持
続
可
能
な
バ
ス
公
共
交
通
体
系
の
確

立
を
目
指
し
、予
約
利
用
型
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
試
験
的
に
行
う
ほ
か
、料
金
体
系

や
負
担
軽
減
制
度
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

重
点
施
策

「
中
東
北
の
拠
点
都
市
一
関
」
の
形
成

❶
明
日
を
拓
く
人
材
育
成
と
産
業
振
興

●
雇
用
対
策

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
一
関
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
若
者
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
、

職
場
定
着
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
や
若
者
の
起
業
支
援
に

も
取
り
組
み
、女
性
が
い
き
い
き
と
働
く

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
就
業
支
援

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
へ

の
対
応
や
支
援
に
係
る
事
業
を
行
う
ほ

か
、
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
を
実

施
し
、
雇
用
の
場
の
確
保
と
地
域
で
働

く
人
材
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

●
工
業
の
振
興
と
企
業
の
育
成

　

人
材
育
成
支
援
と
し
て
技
能
、
技
術

の
習
得
を
目
指
す
研
修
の
機
会
を
設
け

る
と
と
も
に
、
地
域
企
業
の
品
質
管
理

能
力
の
向
上
を
図
り
、
質
の
高
い
も
の
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
誘
致
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
進
め
、
新
産
業
、
新
技
術
の
創

出
支
援
や
農
商
工
連
携
な
ど
の
支
援
に

努
め
ま
す
。
立
地
環
境
や
企
業
の
設
備

投
資
に
対
す
る
助
成
措
置
を
は
じ
め
と

し
た
優
遇
制
度
な
ど
当
市
の
優
位
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
積
極
的
な
誘
致
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
業
の
初
期
投
資
を
軽
減

し
、
多
様
な
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新

た
な
貸
し
工
場
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
立
地
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

に
も
努
め
、
産
業
集
積
を
図
り
ま
す
。

●
農
林
業
の
振
興

　

当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

興
の
た
め
、国
の
施
策
を
積
極
的
に
活
用

し
、
事
業
を
展
開
し
ま
す
。Ｊ
Ａ
や
関
係

機
関
な
ど
と
一
層
の
連
携
を
し
、
農
畜
産

物
の
高
付
加
価
値
化
、６
次
産
業
化
を
進

め
、販
路
拡
大
な
ど
農
業
所
得
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
に
よ

り
集
落
営
農
組
織
を
育
成
し
、
農
業
・

農
村
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

政
府
は
、
地
方
創
生
の
方
針
や
人
口

減
少
対
策
を
盛
り
込
ん
だ「
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
、
今
後
５
カ
年
の
政
策
目
標
な
ど

を
示
し
た「
総
合
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。
地
方
の
活
性
化
に
向
け
て
、
取

り
組
み
の
効
果
が
早
急
に
浸
透
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
の
人
口
は
、
少
子
化
や
高

齢
化
で
、
急
激
な
減
少
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
社
会
構
造
と
時
代
の
変
化
に
合
わ

せ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
抜
本
的

に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

未
来
に
向
け
た

子
育
て
応
援
予
算

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
放
射
性
物

質
に
よ
る
汚
染
問
題
へ
の
対
応
の
部
分

を
除
い
て
、
私
が
目
指
す
地
域
像
の
実

現
に
向
け
て
、
お
お
む
ね
順
調
に
推
移

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
の
当
初
予
算
は
、
大
型
事

業
が
26
年
度
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

た
め
、
昨
年
度
を
５
・
８
％
下
回
る

６
６
２
億
４
千
４
百
万
円
と
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

の
実
現
と
ま
ち
づ
く
り

❶
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
中

間
報
告
は
、本
年
中
に
も
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
27
年
度
中
に
も
最
終
的
な
報
告
が
な

さ
れ
る
予
定
で
す
。
政
府
は
、
報
告
を
踏

ま
え
、
早
け
れ
ば
28
年
度
に
も
、日
本
誘

致
を
表
明
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
は
政
府
に
対
し
て
、
早
期
に
日
本

誘
致
を
表
明
す
る
よ
う
、
関
係
自
治
体
、

関
係
団
体
と
共
に
要
望
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
、
実
現
の

正
念
場
で
あ
り
、
非
常
に
重
要
な
１
年

に
な
り
ま
す
。

❷
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

と
あ
わ
せ
て
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循

環
す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
関
地
方
で
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物

や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
を
資
源
と
し
て
活

用
し
、
地
域
内
で
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

循
環
さ
せ
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
組
み
合

わ
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ご
み
の
分
別
方
法

や
、
処
理
方
式
の
導
入
な
ど
を
調
査
、
研

究
を
行
い
ま
す
。
国
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て
、学
習

や
研
修
で
き
る
先
進
的
な
複
合
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
施

設
を
、一
関
の
ま
ち
づ
く
り
に
極
め
て
重

要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け
、
地
域

の
発
展
に
繋
が
る
、
世
界
最
高
水
準
の

機
能
を
備
え
た
交
流
拠
点
施
設
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
現
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
世
界
に
誇

れ
る
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循
環
す
る

ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

最
優
先
で
取
り
組
む
施
策

❶
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
問
題
へ
の
対
策

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染

問
題
は
最
重
要
課
題
で
す
。
農
林
業
の

生
産
基
盤
の
再
生
、
側
溝
土
砂
の
除
去

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
安
全
安

心
に
向
け
た
対
策
を
最
優
先
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
産
地
再
生
へ
の
取
り
組
み

　

産
地
の
信
頼
を
強
固
な
も
の
に
す
る

た
め
、
汚
染
さ
れ
た
牧
草
な
ど
の
一
時
保

管
と
処
分
を
進
め
ま
す
。
農
林
産
物
の

放
射
性
物
質
の
測
定
を
実
施
し
、
食
の

安
全
安
心
を
発
信
し
、
風
評
被
害
の
払

拭
に
努
め
ま
す
。

　

農
林
業
系
放
射
能
汚
染
廃
棄
物
の
処

理
は
、一
関
地
区
広
域
行
政
組
合
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。牧
草
は
、一
般

廃
棄
物
と
の
混
焼
に
よ
り
焼
却
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
牧
草
以
外
の
農
林
業
系
放

射
能
汚
染
廃
棄
物
も
、国
の
仮
設
焼
却
施

設
で
同
様
の
処
理
を
す
る
計
画
で
す
。

　

原
木
し
い
た
け
の
生
産
は
、
施
設
栽

培
で
の
出
荷
制
限
が
一
部
解
除
さ
れ
る

な
ど
、
明
る
い
兆
し
も
あ
り
ま
す
。一
部

の
生
産
者
は
、
生
産
再
開
に
向
け
た
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
有
数
の
産
地
を
守
る
た
め
、
ほ

だ
場
の
環
境
整
備
な
ど
を
進
め
、
産
地

の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
側
溝
土
砂
の
処
理

　

土
砂
除
去
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、
行
政
区
、
自
治
会
と
一
時
保
管
場
所

の
確
保
や
保
管
方
法
の
協
議
を
行
い
、

平成27年度

施 政 方 針

未
来
に
向
け
た

子
育
て
応
援
予
算

勝
部
修
市
長
は
、
第
51
回
市
議
会
定
例
会
で
平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
を
示
し

ま
し
た
。
27
年
度
当
初
予
算
の
総
額
は
６
６
２
億
４
千
４
百
万
円
、
前
年
度
比

５
・
８
％
の
減
で
す
。
こ
の
予
算
を
「
未
来
に
向
け
て
子
育
て
を
応
援
す
る
予

算
」
と
位
置
付
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
確
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
処
理
を
進

め
ま
す
。

　

土
砂
の
最
終
処
分
は
、
国
に
具
体
的

な
処
理
方
針
を
示
す
よ
う
、
強
く
申
し

入
れ
を
行
い
、早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
に
対
す
る
損
害
賠

償
請
求
は
、
県
や
県
市
長
会
な
ど
と
連

携
し
て
、早
急
な
対
応
を
求
め
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興

　

現
在
も
避
難
生
活
を
し
て
い
る
人
が
多

数
い
る
こ
と
か
ら
、
内
陸
部
で
は
初
め
て

と
な
る「
災
害
公
営
住
宅
」
を
建
設
し
て

居
住
の
安
定
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、「
近

助
」
の
精
神
で
陸
前
高
田
市
、
気
仙
沼
市

へ
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、沿
岸
津
波
被

災
地
へ
の
後
方
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

❷
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と
人
口
減
少

社
会
へ
の
対
応

　

市
で
は
、子
育
て
支
援
、
若
者
の
定
住

対
策
、
移
住
定
住
の
促
進
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、少
子
化
の
進
行
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ各分野の支援を線で結び子育てを応援
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